４．各部局・特別委員会活動報告
（１）地域支援部
Ａ．概要
京都府北部、京都府南部、京都市内のそれぞれの地域が抱える課題に対応するため、また地域の活性化を目的としてそれぞれ独立した形態で活動を進めたが、第５０回白杖安全デーの開催に伴い、交通問題については共通のテーマで取り組むことができた。以下に、各地域での取り組みの概要を述べる。
Ｂ．北部地域
1. 地域団体長と地域支援部との合同会議を年２回開催
2. 舞鶴市視覚障害者協会主催の白杖安全デー北部集会の支援
3. 医療機関と連動した視覚障害者相談会の開催
4. 北部地域対策検討委員会への委員の派遣
5. 北部地域団体の広域活動の補助
Ｃ．南部地域
1. 南部団体長と地域支援部の合同会議を年２回開催
2. 京田辺市視覚障害者協会主催の白杖安全デー南部集会の支援
3. サテライト事業の継続実施
4. 南部アイセンター運営委員会への委員の派遣
Ｄ．京都市内地域
1. 京都市内団体長と地域支援部との合同会議を年２回開催
2. 南区と北区の団体の共催事業の実施
3. 地域でのサロン運営の定着促進のための整理
4. ライトハウスでのサロンの運営サポート
Ｅ．今後の課題
1. 南部アイセンターが２０１７年６月には３年目を迎えることになり、なお一層の発展のため、地域支援部が中心となって運営のサポートをしていかなければならない。
2. 南部サテライト事業は年々その実績が増大しており、京都ライトハウス・京都視覚障害者支援センターと協力しながら、今後も取り組んでいく必要がある。
3. 京都市内については、会員の高齢化、会員数の減少などにより、運動団体としての活動が難しくなっている現状がある。全市的な観点から、どのような支援が必要なのか、また望ましいのかを協議していかなければならない。
4. 地域団体に所属せず本会のみに所属する会員のニーズの掘り起こしと運動への参加について研究していかなければならない。
5. 北部地域対策検討委員会、北部団体長会議で示された福知山での北部拠点について、具体的に進めていかなければならない。
6. 北部地域での運動の活性化のために、青年部や情報宣伝部などとの合同企画を検討していくことも効果的ではないかと考えており、来年度の実施を検討する。
（２）互助部
Ａ．新年のつどいの開催をはじめ、全国盲人福祉大会参加の旅行企画など、会員・役員の互助活動の推進に努力した。
Ｂ．２年前から開始した、会員とのコミュニケーションを図るために、一定の年代の人を選んで部員全員が電話をかけ、対話する取り組みを、今年度も行った。近況を聞くとともに、質問や悩みなどを聞き取ることができた。今後、分析できる内容を理事会で報告し、互助活動の一層の推進につなげていくことが課題である。
Ｃ．部会２回
（３）職業部
Ａ．第２７回視覚障害者就労問題懇談会
２月２２日、京都ライトハウスにて開催。今年度は新たに京都障害者職業センターからも出席をいただき、一般就労を中心に検討を深め、合理的配慮の実情等について探った。
Ｂ．障害を持つ自治体職員への合理的配慮を求める要望書の提出と懇談
自治体で働く視覚障害者の労働環境が適切に整備されるよう、京都府・京都市に要望書を提出し、懇談の場を持った。
Ｃ．「目の見えない人・見えにくい人の仕事サロン」（第１６会～第１９回）
賛助会員の４団体と共催で、５・８・１１・２月に開催。毎回さまざまなテーマを取り上げることで参加者層も拡大し、参加者と共に課題を共有した。今年度の特徴は以下の３点である。
1. 京都ジョブパークの協力を得て、昨年度に引き続き、同所が行っているセミナーを視覚障害者向けセミナーとして京都ライトハウスで開催し、京都府立視力障害者福祉センターから多くの方に参加いただいた。
2. 通勤･職場内での移動の問題を取り上げ、視覚障害者・歩行訓練士、それぞれの立場から報告をいただいた。その後行った白杖ミニ体験も好評であった。
3. 子育てと仕事を両立する女性の立場からのお話をいただき、授乳室を設けることが定例化して、育児中の女性の参加も増えた。
4. 京都府難病相談・支援センターや京都障害者職業センターといった関係機関から講師を招いて、それぞれのセンターの取り組みなどについて学ぶとともに、今後関係性を深めていくきっかけとした。
Ｄ．障害者雇用セミナーへの参加
２月１１日、第１４回アビリンピック京都大会と同時開催された、京都市主催の「障害者雇用セミナー」で発表の場をいただいた。参加者は障害者雇用に積極的な企業等である。セミナーでは、「仕事サロン」の活動紹介を行うとともに、実際に民間企業で働く視覚障害者２名より日頃の業務の様子などについてお話しいただいた。
Ｅ．今後の課題
1. 視覚障害者の就労問題に精力的に取り組んでいる関係機関・団体や行政等からさらに情報を収集し、京都における雇用環境の改善を進めていくことが重要である。
2. さまざまな困難を抱えながらも団体につながっていない中途視覚障害者等が多くいるであろうことから、「仕事サロン」のチラシなどを活用し、医療機関や就労支援機関を通じて情報提供を進めていきたい。
3. 職業部内部でも学習会を開催し、視覚障害者の就労に関わる制度やサービスに対する知識を深めていく必要がある。
Ｆ．会議
部会
２回
「仕事サロン」企画会議
４回
三療関係団体連絡会議
１回
京都市障害者職業能力開発等支援事業所運営委員会
２回
（４）情報宣伝部
Ａ．京視協ホームページの運営について
点字京都、メールマガジン「色鉛筆」からの記事、職業部、女性部の独立したページなどにより、継続的な更新を実施し、内容充実に努めた。また、トップページの小規模なリニューアルを行い、閲覧のしやすさを高めた。
Ｂ．メールマガジン「色鉛筆」の発行
1. ホームページの内容充実、新たな形態での障害当事者への働きかけ、市民啓発などを目的に、メールマガジンの定期発行を引き続き実施した。発行部数が１年を通して増加した。
2. 点字京都への色鉛筆通信の不定期連載、さえずり会の協力による「さえずりジョッキー」デイジー版への収録という形態で、メールを利用していない会員向けの情報提供を引き続き実施した。
3. 色鉛筆の案内と短い記事を載せた名刺サイズのカードの第２作を作成した。また、白い杖のゆるキャラ「はくたん」のシールを作成した。それらを活用しながら、さらなる情報発信を行なう体制を充実させた。
Ｃ．会議
７月１６日に実施した。また随時Ｅメールを利用して部会を行った。３月１３日、点字京都編集委員会を発行責任者、編集責任者等により行った。
メールマガジンの編集運営会議を、基本的に週１回定期的に実施した。
Ｄ．今後の課題
1. 点字京都については、より会員のニーズに即した情報提供ができるよう、内容面の議論を進めていきたい。
2. 点字京都のテープ版の制作については、コピー用カセットテープの新規購入が困難になってきたことに加えて、現在保有する機器のメーカーによる保守も終了したため、その存続が一層困難になりつつある。可能な限り発行を続けながら、現実的な対応を議論し、テープ版利用者への今後の情報提供に対して、サポート体制の構築を進める必要がある。
3. ホームページについては、一般市民や会員以外の視覚障害者に本会の活動を知らせる場であるというスタンスに立って、より一層の内容充実を図る。また、運営体制を強化する方策を引き続き議論する。
4. メールマガジンについては、より一層運営体制の強化を図る。
（５）市民啓発部
Ａ．概要
1. 今年度は、昨年度に取り組めなかった「かけ橋」の発行、派遣講師研修会の開催、京都府内の視覚障害関係ボランティア団体実態把握のためのアンケートの実施に注力した。
2. 昨年度に引き続き、公益財団法人京都ＳＫＹセンターの協力を得て、視覚障害者サポート講座を開催した（８月２９日）。松永信也氏による視覚障害者理解のための講演、白波瀬勲氏による音訳体験をはじめ、昨年と同内容で行った。また、以前の反省を生かし、昼食時に受講者と視覚障害当事者ができるだけ交流できるように配慮した。来年度は、可能であれば、参加者全員が同じ内容の食事をとりながら、食事をする際のサポート方法も伝えていきたい。今後も継続して開催するとともに、ボランティア活動を幅広い内容で、長く続けていただけるように配慮していきたい。
3. 視覚障害者サポート講座での音訳体験が好評であったこと、また本会が多くの協力を得ている朗読ボランティアグループさえずり会への入会者の増加につなげることを目的として、今年度も白波瀬氏を講師に、９月６日から計４回の音訳講習会を開いた。これをきっかけとして、さえずり会に入会される方も多く、成果があったので、今後も継続して開催していきたい。
4. 梅小路公園で実施されているほほえみ広場に、今年も啓発ブースを設けた（１０月１５日）。点字体験など例年の内容に加え、今年は「動物将棋」も準備し、来場者に楽しんでいただくことができた。部員参加は３人と少なかったが、他の部や事務局の協力が得られ、経験豊かなサポートボランティアの方々にも手伝っていただくことができた。
5. 派遣講師研修会をライトハウスで開催した（８月１１日）。２０１６年４月より施行された「障害者差別解消法」への理解を深めるための講演、視覚障害当事者が子ども達に分かりやすく伝える話し方のポイントなどについて研修した。講師を何度も経験されている方が多く参加され、意義深い研修会となった。
6. 今年度も「あい・らぶ・ふぇあ」を担当し、実行委員会に部員２名と協力員２名を派遣した。入場者を増やすため、部としてチラシ配布に力を入れた。
7. 「かけ橋」を２年ぶりに発行できた。視覚障害関係の施設やサークルに配布した他、「あいあい教室」の職員だった石田全代氏の遺稿が掲載されていることから、ライトハウス職員にも広く配布した。南部アイセンターからも要望があり、多くの部数を配布することができた。
8. ライトハウスと共催で、点字指導者研修会を北部と南部で実施した。テーマを「訪問先での点字指導のポイント」とした。
9. 京都府内の視覚障害関係ボランティアサークルに対してアンケートを実施した。年度末実施となったため、来年度に集計し、部活動に生かしていきたい。
10. 生活環境改善部との共催で、交通局・各鉄道会社とのアピール活動を５回実施した（京都市交通局・京阪電鉄・阪急電鉄・近畿日本鉄道・ＪＲ西日本）。ホームでの転落死亡事故が相次ぐ中、ホーム柵設置を求める一方で、周囲の人の声かけの必要性をアピールし協力を依頼することができた。
Ｂ．会議などへの参加
1. 京都視覚障害者ボランティア連絡会例会
４回
2. 京都インクルーシブ教育を考えるシンポジウム会議
６回
3. ほほえみ広場実行委員会
３回
4. 部会
４回
5. 情報宣伝部との話合い
２回
6. 各鉄道会社との話し合い
６回
Ｃ．今後の課題
1. サポートボランティアの確保と活動充実のため、今後も取組みを続けることが必要である。
2. 「点字指導者研修会」の北部会場の参加者が減少しているので、対策を考えるとともに、内容の充実に取り組む必要がある。
3. 各鉄道会社との取り組みによる市民へのアピール活動を継続する。
（６）生活環境改善部
Ａ．概要
1. 駅ホームからの転落死亡事故が相次いだことから京都市交通局、京阪、阪急、近鉄、ＪＲの各鉄道事業者に対しホーム策の設置を求める緊急要望書を提出した。これに対し交通局からは地下鉄烏丸線全駅への可動式ホーム策設置を約束頂くことができた。また、各鉄道事業者からは安全策設置に向けて努力する事とともに駅員の声かけや社内研修の充実などに積極的に取り組む旨の回答があった。
2. 市民啓発部と協力し京都市交通局や各鉄道事業者と合同で府市民への声かけをお願いするちらしを作成し主要駅で啓発活動を行った。
3. 「スルッとＫＡＮＳＡＩ特別割引カード」の発売終了にともない、日盲連近畿ブロック委員会の動向もふまえながら、何らかの形で障害者割引用カードの販売が継続されるよう要望を行った。結果として「特別割引用ＩＣカード」の発売が決定した。
4. 昨年に引き続き、今年度はバス停環境をテーマに京都市交通局との懇談会を開催した。「四条大宮」などすぐの改善が難しいところもあるが、京都駅バスターミナルの点字ブロックの敷設状況や、各地のバスロケーションシステムの点検などを、本会と協力して積極的に行っていくことをお約束いただいた。
5. 京都市交通局とともに地下鉄京都駅の音声案内や点字ブロックの点検活動を行った。また地下鉄東西線のホーム上での車両番号点字表示の設置にも積極的に意見を出していく中で、結果的に３月に東西線全駅に設置されることとなった。
6. 向日市体育館付近に設置された縁石を点検し、市の担当者と懇談した。
7. 防災勉強会を開催し、視覚障害者としての心構えや備えなどを参加者同士で共有した。
8. 京都市身体障害者団体連合会が主催する京都市交通局との懇談会に委員を派遣した。
9. 京都市が主催する歩く街推進会議や交通バリアフリー推進会議に委員を派遣した。
10. 白杖安全デー実行委員会に委員を派遣した。
Ｂ．今後の課題
1. 部が現在取り組んでいる課題の進捗状況を理事同士が即時に共有できるように、メールなどを用いての情報提供の手段を検討していきたい。
2. 点字ブロックや音響信号などに対する行政機関からの意見聴取などに積極的に対応するとともに、地域団体にもとめられた意見についても部として共有できるようにしていきたい。
Ｃ．部会　１０回
（７）文化部
Ａ．概要
1. 文化部誕生６年目に入り、少しずつではあるが、自立した新文化部らしい活動を進めることができた。そろそろ何か新しい企画を考えたい。
2. 「副音声による上映体験会」が定着し、ライトハウス以外の地域でも実施することができた。今後とも年数回はライトハウス以外でも実施したい。
3. 手で触れる日展鑑賞会を今年度も、「五感で楽しむ会」というクラブで実施し、文化部としてはそれを応援した。今後ともこの行事は続けて行きたい。
4. 成人講座は素晴らしい演奏家に来ていただいたが、観客の動員が思ったほどできなかった。今後の実施方法を検討したい。
Ｂ．文化活動
1. 副音声による上映体験会
・４月１０日、７月３日、９月２２日、１１月２７日、１月２１日（会場はいずれもライトハウス）
・２月１６日（会場は南丹市園部公民館）
2. 手で触れる日展鑑賞会への協力
１２月２５日　京都市美術館
Ｃ．会議
1. 部会
２回
2. 各種打ち合わせ
６回
（８）スポーツ部
Ａ．概要
1. 年間の事業は無事こなすことができた。しかし、部としての後継者不足が引き続き課題として残っており、早急な運営体制の構築が必要である。
2. スポーツ関係のサークル活動の把握と組織化が求められている。
Ｂ．会議
1. 日盲連スポーツ協議会代表者会議
１回
2. 日盲連近畿ブロックスポーツ部会
２回
3. 京都障害者スポーツ振興会代表者会議
１回
4. 部会
３回
（９）経理部
Ａ．概要
1. 本会が公益社団法人格を取得後、３期６年が経過した。会計事務の処理については、仕訳、配分ともに大変複雑となっているものの、本年度も無事に済ませることが出来た。
2. 京都市委託のヘルスキーパー育成・普及支援事業が終了したこと、同行援護事業のガイドヘルパー給与単価を引き上げたこと、単発の行政発行物製作が減少したこと等により、収益が大幅減となった。時の流れではあるが、慎重に舵をとって進めていかなければならないと考える。
3. 南部アイセンターに続く、北部拠点運営について考えなければならない。
4. 公認会計士による監査前のチェックを２回行った。
Ｂ．会議
1. 監査会
２０１５年度決算に対する監査
５月２７日京都ライトハウス
２０１６年度中間監査
１１月２５日　京都ライトハウス
２０１６年度最終監査
２０１７年５月２３日予定
2. 顧問税理士によるチェック
１２回
3. 行政折衝
２回
4. 部会
３回
（10）事業企画部
Ａ．概要
1. 今年度も、正副会長会議の諮問機関として、視覚障害当事者がより主体的に運営する組織を目指して活動した。
2. 引き続き、指導者研修会・地域団体長会議の運営を担当し、京都視覚障害者福祉大会を主管した。福祉大会では、視覚障害者スポーツについて研修し、その後、地域団体からの意見・要望を参加者全員で共有する中で、関係者が一丸となって京都における視覚障害者福祉向上を目指す取り組みを行った。今後は、担当部局とも連携しながら、提出された要望の進捗状況の確認を行い、実現に結びつけていきたい。また、より意見交換がしやすい福祉大会に向けて、来年度からは、府内北部・府内南部・京都市内の三つの地域ごとに大会を開催する予定である。
3. 会員からの意見や各部での検討結果を反映し、新プランを理事会で決定した。来年度前半に会員に配布し、実現に向けて一丸となって取り組んでいきたい。
4. 正副会長や他の部局と連携しながら、横断的な課題への取り組みを引き続き行った。
5. 障害者権利条約の批准と完全実施を目指す京都実行委員会に委員を派遣し、視覚障害当事者としての意見の反映に努めるとともに、フォーラム等への参加呼びかけを行った。
Ｂ．部会　１２回
（11）事務局
Ａ．概要
1. 会員の高齢化や後継者不足等により、講座や親睦行事の開催などの活動が困難な地域団体が増加しており、特に京都市内においてその傾向が顕著である。地域団体には所属せず本会のみに入会希望の会員も増え続けている。今後は、地域団体の意義を入会希望者にどのように伝えていくか検討するとともに、本会のみに所属する会員への地域団体からの情報提供の充実に努力する必要がある。また、地域支援部と協力し、地域団体のサポートをどのような形で行っていくのかについても検討が必要である。
2. 南部アイセンター運営委員会をバックアップするとともに、京都府や各市町村への予算折衝を行った。
3. 北部地域対策検討委員会の活動をバックアップした。
Ｂ．他団体等との連携
1. 日盲連関係
第６９回全国盲人福祉大会、理事会、評議員会、指導者研修会、
中央省庁交渉、同行援護事業所等連絡会、近畿ブロック協議会団体長会議、近畿ブロック協議会委員会等
2. 日身連関係
府身連正副会長会議、府身連及び市身連理事会・評議員会・総会等、市身連交通懇談会、政令指定都市身体障害者福祉団体連絡協議会等
3. 京都府関係
障害者社会参加推進協議会、障害者施策推進協議会、心身障害者世帯府営住宅優先入居審査委員会等
4. 京都市関係
障害者施策推進審議会、障害者自立支援協議会、ユニバーサルデザイン審議会、「歩くまち・京都」推進会議、ほほえみ広場実行委員会等
5. 京都府・市社会福祉協議会
評議員会、障害者団体長会議、障害福祉委員会等
6. 京都障害児者の生活と権利を守る連絡会
総会、常任委員会等
7. 施設・団体関係
共催事業に関する懇談会、京都ライトハウス理事会・評議員会、
京都視覚障害者支援センター理事会・評議員会、関西盲導犬協会理事会・評議員会、丹後視力障害者福祉センター理事会・評議員会
Ｃ．記録・資料の作成
1. 理事会・総会の議事録作成と配付
2. 理事会及び正副会長会議の資料作成
3. 決裁事項の処理
4. 文書の起案・発行
対外（甲）１４７号、対内（乙）４７号、その他
Ｄ．第１回京都視覚障害者チャレンジ・ラン
１１月１３日　楽只小学校
Ｅ．２０１７年３月３１日現在の会員数
正会員
１,０２１名
特別会員
６名
賛助会員
７５名
賛助団体
４１団体
（12）三療部
Ａ．活動の概要
1. 今年度は重要な課題として、「あはき等法１９条が憲法違反である」と国が訴えられた裁判が行われており、視覚障害者三療家の就労と生活を守るために、全国で取り組んでいる。１１月に行われた大阪地裁での第２回口頭弁論には４名、１月の第３回口頭弁論には８名が本会から参加した。今後、判決には２～３年を要する見込みだが、次年度以降、引き続き最優先の課題として取り組み、あはき等法１９条を死守できるよう、国を支援し協力していきたい。
2. 保険会活動については、今年度も残念ながら取扱件数の減少傾向に歯止めがかかっていない。さらに厚労省で審議されている内容によっては、厳しさがますます増すことも予想される。
3. 組織整備について、三療部会員の意見や要望を集約するためのアンケートや聞き取りなどについて、議論をはじめているが、具体化にはいたらなかった。次年度以降の課題としてひきつづき取り組む必要がある。メーリングリスト利用者についても、微増にとどまった。
4. 運営委員が１８名に増員されたことは、今後の活動を進めていくうえで、重要な成果である。
5. 京都マラソンにおける施術ボランティア活動については、鍼灸マッサージ師会からの呼び掛けに答えて、５名が参加した。
6. 今後の京都における視覚障害三療家の就労・就業の環境を整備することを目標として、本会がライトハウス、京都視覚障害者支援センター、京都府立視力障害者福祉センター、京都府立盲学校などに呼び掛け、「京都におけるあはきプラザ構想」の取り組みを開始した。次年度以降、一刻も早い具体化をめざし、重要課題として取り組む必要がある。
Ｂ．今後の課題
1. 部の活性化を目指し、会員のニーズに基づく技術や知識の向上のための活動に取り組む。
2. 京都在住の視覚障害三療家の就労環境改善に向けて、中・長期展望に基づく事業計画を検討し、推進する。
3. 三療関係団体、とりわけ鍼灸マッサージ師会との協力協同を基礎に、無資格営業や柔道整復師による不当な振替請求を無くす活動に取り組む。
4. 前年度に引き続き、免許保有証取得の推進活動を行う。
5. 三療の資格を生かした社会貢献活動について会員に呼び掛け、関係団体とも協力しながら積極的かつ計画的に取り組む。
6. 療養費払いの取扱い環境の改善について関係団体と協議し、協力していくと同時に、本会の会員にも療養費払いの取扱いを呼び掛けていく。
7. 日盲連近畿ブロックの加盟団体と共に、あはき等法１９条を守るための活動に取り組む。
Ｃ．会議
総会
３月１９日　　京都ライトハウス
運営委員会議
６回
（13）音楽部
Ａ．概要
今年度も演奏活動と講師派遣を中心に活動した。
Ｂ．各種演奏活動
1. 公的扶助研究セミナー　（９月９日 ロームシアター京都）
2. 京の文化絵巻＜ロームシアターオープニング記念事業＞　（９月１１日 ロームシアター京都）
3. 箏・三絃・尺八による音楽会　（９月２５日 京都府立文化芸術会館）
4. 本会新年のつどい　（１月１２日 京都ライトハウス）
5. あい・らぶ・ふぇあ　（２月２日・５日 大丸京都店）
Ｃ．講座開設と講師派遣活動
1. 今年度も市内４教室において講座を開設し、音楽部より講師を派遣した。
2. 講座開設会場
a. 京都アスニーアトリエ箏曲教室
b. 京都ライトハウス箏・三弦教室
c. 京都市障害者スポーツセンター箏サークル
d. 京都新聞文化センター箏曲教室
Ｄ．会議その他
1. 総会
３月２２日 京都ライトハウス
2. 部会
３回
3. 演奏会などの練習
１０回程度
4. 芸術文化協会などの会議
２回
5. 第５５回全国盲人音楽家大会への参加（１月３０日 倉敷市アイビースクエアー）
Ｅ．今後の課題
来年度は２０１８年度に全国盲人音楽家大会並びに演奏会を京都で開催する運びとなり、それに向けての準備の年となる。視覚障害音楽家の存在を社会にアピールすると同時に、これまでの活動の集大成のつもりで取り組まなければならない。
（14）高齢部
Ａ．概要
1. 今年度も仲間作りと各地域の情報交換を大切にし、活動した。
2. 高齢者福祉のつどいでは、障害者差別解消法について京都市より担当者を招いて知識を深め、ライトハウス朱雀の現状について学習する機会を持った。よし笛やラテン音楽演奏などを聞いて楽しみ、交流を深めることができた。
3. 高齢部研修会を梅小路公園および京都鉄道博物館で開催し、鉄道の歴史を学ぶとともに、ＳＬ体験乗車などを楽しみながら、有意義な交流ができた。
Ｂ．会議
総会
３月１７日　京都ライトハウス
役員会
４回
（15）女性部
Ａ．概要
1. 視覚障害女性の「社会参加」「地位向上」「お互いの触れ合い」を目的に活動した。
2. １９５６年に結成された女性部は、本年が６０周年の節目にあたるため、記念事業として文集を作成することになり、完成させることができた。
3. 外部団体との交流として、今年も自然観察指導員京都連絡会の協力を得て、青年部と合同で、自然観察会を行った。特に、府内北部・南部地域の会員の参加が多かった。
4. 京都府・京都市委託の家庭生活訓練事業にも積極的に取り組むことができた。
5. 全国盲女性研修大会では、「福祉サービスを受けて思うこと」というテーマで、９人のレポーターからの発表を聞き、これから福祉サービスが更に充実することを、参加者全員が願う場となった。
6. 来年度も、更に充実した活動が行えるよう努力したい。
Ｂ．研修会
1. 第８回女性部ふれあいのつどい＜地域支援部事業＞　（１０月２７日　市民交流プラザふくちやま）
2. 自然観察会　（１１月６日　京都御所周辺）
Ｃ．その他の参加行事
第２７回京都視覚障害者文化祭典において、各訓練教室の作品展示、昼食販売、お茶席、ミニバザー等を行った。
Ｄ．会議その他
1. 総会　（４月２０日　京都ライトハウス）
2. 第６２回全国盲女性研修大会　（８月２１日～２３日 福岡県）
3. 日盲連近畿ブロック協議会女性部連絡会議　（１月２７日 和歌山県）
4. 日盲連女性協議会代表者会議　（８月２２日 福岡県）
5. 役員会
４回
Ｅ．その他
点字京都に行事の案内などを投稿、日盲連女性協議会発行の会報「あかね」の点字版・デイジーＣＤ版等の各地域への配布を行った。また、障害者権利条約の批准と完全実施を目指す京都実行委員会の女性部会に参加し、他の障害者との交流することも大切にしてきた。
（16）青年部
Ａ．概要
1. 青年部独自のメーリングリストを利用して、行事などの呼び掛けや事務連絡、情報交換を積極的に行った。
2. ２０１５年度に引き続き、山科身体障害者福祉会館の「点字教室」へ講師を派遣した。
3. 「きららの会」など、視覚障害者の他団体と合同の企画を実施した。
4. 視覚障害者の新しいスポーツである「スポーツ吹き矢」を通じて、青年層との交流を深めることができた。
5. 白杖安全デーなど京視協事業への積極的な参加および呼び掛けを通して、青年層への視覚障害者福祉の理解促進に努力した。
6. 各行事開催後、毎回懇親会を企画することで、青年層の親睦を図った。
Ｂ．会議その他
1. 総会
４月２４日　京都ライトハウス
2. 日盲連関係
a. 第６２回全国盲青年研修大会　（９月３日～４日 千葉県）
b. 第３３回近畿ブロック盲青年交流研修大会　（２月１１日・大阪市）
c. 近畿ブロック青年部委員会　（６月１２日 兵庫県、２月１２日 大阪市）
3. 執行委員会　１０回
4. メーリングリストの運営・管理
5. 本会職業部への代表派遣
Ｃ．今後の課題
1. 行事などへの青年層の参加、呼び掛けを通して、盲学校など他団体との積極的な関わりを具体化していく必要がある。
2. 京都府北部地域での交流事業について、青年層が参加しやすい形（アイフォン講習会など）での企画実施をより具体化していきたい。
3. 次期青年部執行部体制を踏まえ、行事以外にも積極的に参加してくれる人を増やしていきたい。
4. マナーセミナーなどを開催することにより、視覚障害者青年層の社会参加を促進させていきたい。
（17）第５０回白杖安全デー実行委員会
第５０回白杖安全デー「視覚障害者の交通安全を考える府・市民のつどい」
【テーマ】
誰もが安心して歩ける道・ＫＹＯから未来へ
【主　催】
公益社団法人　京都府視覚障害者協会
社会福祉法人　京都ライトハウス
社会福祉法人　京都視覚障害者支援センター
公益財団法人　関西盲導犬協会
京都府立視力障害者福祉センター
京都府立盲学校
【集会・パレード】
実施日　１０月１０日
会　場　（集　　会）京都ライトハウス
（パレード）京都府立盲学校～北野天満宮
参加者　約３００名
【シンポジウム及び展示会】
実施日　１１月２３日
会　場　龍谷大学 響都ホール
参加者　約２５０名
Ａ．概要
1. 視覚障害当事者の立場から、歩行環境の改善や、府・市民に視覚障害についてのハンディを正しく理解してもらうことを目的として取り組まれてきた「白杖安全デー」が、今年で５０年目を迎えた。そこで、今年度は、『誰もが安心して歩ける道・ＫＹＯから未来へ』という共通テーマを設定して取り組んだ。
2. ５０年という節目の年にあたり、その足跡を検証し、今後の向かうべき方向を幅広く府・市民と共有することで、障害のある・なしに関わらず、誰もが安心して歩ける街づくりという願いを実現させるための一歩となることを目指した。
3. 集会・パレードに加えて、シンポジウムの開催及び記念誌の発行に取り組んだ。
4. 集会では「明日へつなげるリレートーク」の発表を行い、視覚障害当事者や福祉施設職員がそれぞれの思いや取り組みを、来賓として参加された皆様も含めた参加者全体で共有することができた。その後のパレードは、京都府立盲学校から北野天満宮をコースに設定した。「白い杖や盲導犬を使っている人に声をかけてください。」「歩道にモノを置かないでください。」「点字ブロックの上はあけておいてください。」「放置自転車をなくしてください。」「歩きスマホはやめてください。」「自転車は安全運転をしてください。」「盲導犬を触ったりするのはやめてください。」「プラットホームの転落防止対策を進めてください。」といった８通りのシュプレヒコールをしながら歩いた。また、パレードコースの各要所では、約５００枚の啓発チラシにリフレクターをつけて配布した。
5. シンポジウム・展示会は５０年目の節目にあたり、より多くの人に視覚障害について理解して欲しいとの主旨で、一般市民にも興味を持っていただけるような内容で行った。展示会では、白杖安全デーの歴史等の展示に加え、白杖、点字案内板、点字ブロックの展示を行った。日本で初めての点字ブロックや、当時の写真の展示等を行うなど、歴史的にも貴重な物を展示した。また、シンポジウムでは、自動運転技術の専門家を招いての講演を企画した。
6. 記念誌については、白杖安全デーという全国的にもまれな取り組みが継続・実施されてきたことを踏まえ、先人が残した足跡を共有するとともに、未来へつなぐことを目的として作製した。
Ｂ．会議
実行委員会　　１回
今年の実行委員会は各班の方向性を共有するために１回のみ行い、その後は、集会・パレード班、シンポジウム班、記念誌班に分かれて会議や打ち合わせなどを適宜行った。
Ｃ．白杖安全デー北部集会
実施日　９月２５日
会　場　（集　　会）舞鶴市西駅交流センター
（パレード）西舞鶴市街地
参加者　約２４０名
午前は、府内北部地域団体研修・交流会を行った。舞鶴引揚記念館館長の講演の後、北部地域の活動報告と組織強化について綾部、福知山、舞鶴の地域代表による発表と意見交換を行った。午後は、白杖安全デー府内北部集会を開催した。「歩行時体験を通じての要望」をテーマに亀岡、京丹後、舞鶴の各代表による体験や要望の発表を行った。その後、視覚障害者に対する支援対策が図られるよう要望する決議文を採択し、西舞鶴高等学校吹奏楽部の演奏を楽しんだ後、視覚障害者の交通問題をアピールしながら西舞鶴市街地をパレードした。
Ｄ．白杖安全デー南部集会
実施日　１０月２日
会　場　京田辺市ＣＩＫビル
参加者　約１１０名
集会は「視覚障害者の歩行と自転車利用者のマナーについて」をテーマに行った。宇治・城陽・京田辺から３名の会員が自転車に関わる体験を発表し、田辺警察署交通安全課長による「安全な自転車走行」についての講演を聞いた。その後、アピール文を採択し、新田辺駅前にてアピール文入りのティッシュ２００個を配布して街頭啓発を行った。
（18）第４２回あい・らぶ・ふぇあ実行委員会
視覚障害者福祉啓発事業　第４２回あい・らぶ・ふぇあ
【テーマ】
見えない・見えにくい人たちのくらしを知ろう！～子どもから大人まで～
【主　催】
公益社団法人　京都府視覚障害者協会
社会福祉法人　京都ライトハウス
社会福祉法人　京都視覚障害者支援センター
公益財団法人　関西盲導犬協会
【実施日】
２月２日～５日
【会　場】
大丸京都店６階イベントホール
Ａ．概要
1. 今回は、子どもから高齢期までの視覚障害者の暮らしを具体的に知っていただくことをテーマに、キッズコーナーや高齢者総合福祉センターライトハウス朱雀、パラリンピック紹介等のコーナーを設けた。また、アイマスクをつけてお茶を飲む、ゲームを楽しむ、点字を体験するなど、会場内をまわり、スタンプを集めて「みんなの知らない視覚障害者の世界」を体験していただく企画を行った。手引きについても街で出会った視覚障害者に積極的に声掛けしていただけるよう、体験を通じて啓発した。
2. 小学生絵画コンクールは、京都府内も含め６校１９１点の応募作品があった。継続して出品していただいている学校があるなど、教育において視覚障害者の暮らしを知っていただく貴重な機会となっている。
3. 一昨年製作したキャラクター「ウーくん」「ツナギちゃん」は、今年度も好評で親子で写真撮影する姿などが見受けられた。多くの参加者の興味をひくことができ、盛り上げ役として大きな役割を果たした。
4. スペシャルゲストとして、リオパラリンピック女子柔道銅メダリスト廣瀬順子氏をお迎えした。京都ライトハウスにゆかりのある廣瀬さんから日頃の生活も含めた障害者スポーツについて生の講演をしていただいた。また、今回初めて聴覚障害者用磁気誘導ループを使用し、よりバリアフリーな環境設定をしたことは来年度にもつなげていきたい視点である。
5. あい・らぶ・ふぇあ実施にあたり、大丸創業３００周年祭を開催する大丸松坂屋百貨店には、事前のチラシ配布やポスターによる周知にご協力いただいた。また、京都市教育委員会にも、市内小中学生の全ての保護者に配布している情報誌「ＧｏＧｏ土曜塾」への掲載などの協力を得た。これらの効果もあり、今年度は最終日が雨天だったにもかかわらず、参加者が大幅に増加した。（昨年約１,４００名、今年約１,９００名）。リオパラリンピックのメダリストを招いたことも参加者増につながった要因の一つと思われる。今後もより一層「見えない・見えにくい」ことがどのようなことなのかを身近に知っていただく啓発事業として発展できるよう、取り組んでいきたい。
Ｂ．会議等
実行委員会　１１回
その他、コーナー別班会議、絵画審査委員会などを適宜行った。
（19）ライトハウス朱雀建設募金推進委員会
Ａ．昨年度に引き続き、各地域団体や専門部の協力を得て物品販売や各所での募金活動を実施した。
Ｂ．６月に「ライトハウス朱雀」が開所したことから、募金の取組は５月末をもって終了した。なお、最終の募金総額は、５０,７２５,１４６円となった。
（20）第３８回近畿視覚障害者フロアバレーボール大会実行委員会

Ａ．第３回理事会において実行委員会設置が承認され、１２月４日に第１回の委員会を開催した。

Ｂ．２０１８年１月１４日に京都市障害者スポーツセンターで、大会を開催することを決定した。
